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公立大学法人静岡文化芸術大学 第３期中期目標（案）の概要

１ 概要

県は、公立大学法人静岡文化芸術大学に対して指示する第３期中期目標（令和４年度～令

和９年度）の案を作成した。

本案は、第２回（８月）評価委員会で説明した案について、評価委員会の意見を反映させ

るとともに、法人の意見を踏まえ、修正したものである。

２ 第２回評価委員会時の案からの主な修正点

No. 案（第２回評価委員会時） 案（今回）

１

【前文】

地球規模の環境変化、Society5.0 の到来や今般

の感染症の流行に伴い、全世界において生活様

式や社会活動の急激な変革が求められている一

方、日本の地方は、人口減少に直面し、持続可能

な地域社会のあり方を模索している。

流動的に変化する情勢の中、各大学には、グ

ローバル社会における、経済及び文化の両面で

の地方創生への貢献、地域の成長を担う人材の

育成が一層求められている。

【前文】

地球規模の環境変化、先端技術の進展による生

活基盤の変容や今般の感染症の流行に伴い、全世

界において生活様式や社会活動の急激な変革が求

められている一方、日本の地方は、人口減少に直面

し、持続可能な地域社会のあり方を模索している。

流動的に変化する情勢の中、各大学には、グロ

ーバル社会における SDGｓ推進の担い手としての

実践や、経済及び文化の両面での地方創生への

貢献、地域の成長を担う人材の育成が一層求めら

れている。

２

１ 優れた語学力と世界の多様な文化や日本文

化についての的確な知識を備え、グローバルな

視点と地域の視点の双方から物事を考え、行動

することのできる人材を育成する。

１ 世界の多様な文化や日本文化についての的

確な知識と優れた語学力を備え、グローバルな

視点と地域の視点の双方から物事を考え、行動

することのできる持続可能な社会の担い手を育成

する。

資料１

【修正内容】

より具体的な表現に修正する。

（法人の意見を反映）

【修正内容】

ＳＤＧｓは多方面に関わる目標であるため、

ＳＤＧｓ推進について言及する箇所を追加する。

（評価委員会の意見を反映）

【修正内容】

多文化共生の手段である「語学力」を後方に

移動する。

（法人の意見を反映）

【修正内容】

ＳＤＧｓ及び高大連携の観点から、育成する

人材の人物像をより明確化するため、「持続

可能な社会の担い手」に記載を変更する。

（評価委員会の意見を反映）
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No. 案（第２回評価委員会時） 案（今回）

３

３ 特色ある教育の推進や多様な学生による多

様な学び方に対応する体制の充実により、優秀

な学生を安定的に確保する。

３ 特色ある教育の推進や多様な学生による多様

な学び方に対応する体制の充実により、静岡文

化芸術大学で学ぶ意欲と特長ある学生を安定

的に確保する。

４

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

１ 教育

(2) 入学者受入れ

ア 入学者受入方針

大学の基本理念に基づいた入学者受入方

針や特色ある教育研究等の魅力を幅広い受

験者層に積極的に周知する。能力、意欲、適

性等を多面的･総合的に評価する入学者選

抜を実施することにより、静岡文化芸術大学

で学ぶにふさわしい学力を備えた、社会人や

留学生を含む多様な人材を安定的に確保す

る。

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

１ 教育

(2) 入学者受入れ

ア 入学者受入方針

大学の基本理念に基づいた入学者受入方針

や特色ある教育研究等の魅力を幅広い受験者

層に積極的に周知する。能力、意欲、適性等を

多面的･総合的に評価する入学者選抜を実施

することにより、静岡文化芸術大学で学ぶにふ

さわしい資質を備えた、社会人や留学生を含む

多様な人材を安定的に確保する。

５

(3) 教育の内容

ア 教育内容

現行の教育課程について、継続的な検証

を行い、教育内容の改善を図る。

また、大学におけるデジタル化を進め、オ

ンライン方式と対面方式を効果的に組み合わ

せた学修者本位の教育を実施するとともに、

アクティブラーニング（学生の能動的な活動を

取り入れた授業）による実践的な教育を推進

する。

(3) 教育の内容

ア 教育内容

現行の教育課程についての継続的な検証に

加え、他大学との連携を強化し、教育内容の

質の向上を図る。

また、大学におけるデジタル化を進め、オン

ライン方式と対面方式の両方式を活用した最

適な学びに向け、不断の改善による学修者本

位の教育を実施するとともに、アクティブラーニ

ング（学生の能動的な活動を取り入れた授業）

による実践的な教育を推進する。

【修正内容】

学力を含む多様な特長と意欲を持つ入学希

望者を確保するという趣旨を表現するため、

記載を修正する。

（法人の意見を反映）

【修正内容】

学力に限定せず、多面的・総合的に評価す

る入学者選抜を実施するという趣旨を表現

するため、記載を修正する。

（法人の意見を反映）

【修正内容】

①他大学との連携による教育研究の質の向上

について、地域貢献の項目だけでなく教育と

研究の項目にも記載する。

②オンライン方式と対面方式のメリットを活かし、

両方式を織り交ぜた、ベストミックスな新しい教

育方法の実施に向け、記載を追加する。

（評価委員会の意見を反映）
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No. 素案（第２回評価委員会時） 案（今回）

６

(ｲ) 大学院課程

幅広い視野と研究能力に加えて、高度

の専門的職業に必要な高い能力と豊かな

人間性を持った創造的な人材を育成する

カリキュラムを運用する。学部教育との連

続性を高めるための教育課程の見直しや

両研究科にまたがる実践的な教育研究、

デジタル技術の活用等により教育内容の

充実を図る。

(ｲ) 大学院課程

幅広い視野と研究能力に加えて、高度の専門

的職業に必要な高い能力と豊かな人間性を持

った創造的な人材を育成するカリキュラムを運用

する。学部教育との連続性を高めるための教育

課程の見直しや両研究科にまたがる実践的な

教育研究、デジタル技術の活用等により教育内

容の充実を図る。

７

(8) 卒業生との連携と卒後教育の展開

幅広く大学への支援者を確保し、大学運営

に活かすため、卒業生との連携を強化すると

ともに、社会人の学び直しや生涯学習のニー

ズに対応した教育機会の提供など、双方向

的な交流を行う。

(8) 卒業生との連携とリカレント教育の展開

（本文は変更なし）

８

２ 研究

(1) 社会の発展に貢献する研究の推進

重点研究ビジョンのもと、分野を融合した研

究や、独創性豊かで、高い学術性を備えた、

地域の課題解決に資する研究を推進する。

２ 研究

(1) 社会の発展に貢献する研究の推進

重点研究ビジョンのもと、他大学との連携強

化を図りながら、分野を融合した研究や、独創

性豊かで、高い学術性を備えた、地域の課題解

決に資する研究を推進する。

【修正内容】

他大学との連携による教育研究の質の向上に

ついて、地域貢献の項目だけでなく教育と研

究の項目にも記載する。

（評価委員会の意見を反映）

【修正内容】

「高度の」と「高い」の２語が連続するため、記

載を修正する。

（法人の意見を反映）

【修正内容】

より適当な表現とするため、記載を修正する。

（法人の意見を反映）
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No. 素案（第２回評価委員会時） 案（今回）

９

３ 地域貢献

(1) 地域社会との連携

文化と芸術の振興を担う「知の拠点」及び

地域等に開かれた大学として、地域の特性や

ニーズを踏まえた人材育成、学生の将来の活

躍の場である地域産業のイノベーション創

出への参画、フェアトレードへの取組等を通

じ、地域の活性化に貢献する。

３ 地域貢献

(1) 地域社会との連携

地域社会の文化と芸術の振興を担う「開かれ

た知の拠点」として、地域の特性やニーズを踏

まえた人材育成、学生の将来の活躍の場である

地域産業のイノベーション創出への参画、フェ

アトレードへの取組等を通じ、地域社会の活性

化に貢献する。

10

(4) 大学との連携

教育や研究の質の向上を図るため、ふじの

くに地域・大学コンソーシアムの活動に積極

的に参画するとともに、教育研究や教職員の

人材育成等において、大学間での協働関係

を築き、県内大学との連携を強化する。

(4) 大学との連携

教育や研究の質の向上を図るため、ふじのく

に地域・大学コンソーシアムの活動に積極的に

参画するとともに、教育研究や教職員の人材育

成等において、大学間での協働関係を築き、国

内外の大学との連携を強化する。

11

４ グローバル化

(2) 留学支援体制の強化と留学生等の積極的

受入れ

海外留学支援体制の強化や海外インターン

シップの拡充等により、日本人学生が多様な

人々と交流する機会を増やすとともに、外国人

留学生や在留外国人学生への日本語学習支

援や生活支援、受入れ環境の整備等により、留

学生を積極的に受け入れる。

４ グローバル化

(2) 留学支援体制の強化と留学生等の積極的

受入れ

海外留学支援体制の強化や海外インターン

シップの拡充等により、日本人学生が多様な

人々と交流する機会を増やすとともに、外国人

留学生や在留外国人学生への日本語学習支援

や生活支援、受入れ環境の整備等により、留学

生外国人留学生や在留外国人学生を積極的に

受け入れる。

【修正内容】

県内に限らず、全国あるいは海外大学との連

携も推進することを明記するため、表現を修正

する。

（評価委員会の意見を反映）

【修正内容】

より適当な表現とするため、記載を修正する。

（法人の意見を反映）

【修正内容】

より適当な表現とするため、記載を修正する。

（法人の意見を反映）
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No. 素案（第２回評価委員会時） 案（今回）

12

第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標

２ 情報公開等の充実

(2) 広報の充実

「憧れをよぶ大学」を目指して、大学の理念

や教育研究活動の成果について、様々な媒

体を活用して国内外に発信するなど、社会状

況に応じた効果的かつ戦略的な広報を展開

する。

第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標

２ 情報公開等の充実

(2) 広報の充実

教育研究活動の成果や地域貢献・国際貢献

活動等について、様々な媒体を活用して国内外

に発信するなど、基本理念に掲げる「実務型の

人材を育成し、社会に貢献する大学」であり

続けるための効果的かつ戦略的な広報を展開

する。

13

第５ その他業務運営に関する重要目標

３ 社会的責任

(2)持続可能な社会の実現

フェアトレードへの取組や、環境への負荷

を低減する対策を充実させ、SDGsの推進を
図る。

第５ その他業務運営に関する重要目標

３ 社会的責任

(2)持続可能な社会の実現

フェアトレードへの取組、環境への負荷を低

減する対策をはじめ、教職員及び学生の持続

可能なライフスタイルやジェンダー平等への

意識啓発など、大学を挙げて、SDGsの推進を

図る。

【修正内容】

「憧れをよぶ大学」という表現は受験生目線で

あるため、地域や社会全体から愛着を持た

れ、活用され、共に成長していく大学となるこ

とを表現するため、記載を修正する。

（評価委員会の意見を反映）

【修正内容】

ＳＤＧｓは多方面に関わる目標であるため、

ＳＤＧｓの推進について言及する表現を追加

する。

（評価委員会の意見を反映）


